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冬の訪れに心弾ませ、元気に過ごす子どもたち～１２月の子ども達の様子～ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆第 12回発表会舞台袖(３歳児) 
 12 月 11 日(土)には第 12 回と
なる発表会を開催しました。新型コ
ロナウイルス感染拡大防止策として
学年別、演目の縮小といった対応の
中ではありましたが、子どもたちは
練習してきた成果をのびのびと表現
できた素敵な発表会となりました。 
 写真は3歳児クラスの開演前の舞
台袖の様子です。担任のエールに笑
顔で応える子どもたちの表情から、
当日までの取組の充実感と本番に対
する期待感がみなぎっていました。 
 当日観覧席で温かく見守ってくだ
さった保護者の皆様、ありがとうご
ざいました。 

☆クリスマス会☆ 
 子どもたちが楽しみにしていた クリス
マス会に、サンタさんがプレゼントを持って
きてくれました。子どもたち一人一人にプレ
ゼントが配られ、思い思いに感謝の気持ちを
伝える様子がありました。 
 写真下は、4歳児クラスが製作したクリス
マス飾りです。 

12月に入ったものの、例年にくらべ寒さが緩み暖かく感じる日和

が続きました。センター裏を流れる様似川に飛来する国の天然記念物

であるオオワシやオジロワシが、今年は極端に飛来数が少ない年とな

り、いずれも気候変動の影響なのかと心配になるところではありまし

たが、冬至のころにはしっかりと冬の寒さが厳しくなり、雪が降り積

もる本格的な冬が到来しました。子どもたちは早速雪の感触を楽し

み、友達と楽しい気持ちを通わせながら遊ぶ姿が見られました。 

2021年も新型コロナウイルス感染拡大防止対策を講じながら教育

保育を進める 1年となりました。最近では新たな変異株による新型コ

ロナウイルス再流行の兆しが見られ、依然として予断を許さない状況

ではありますが、子どもたちがのびのびと園生活を過ごせるよう今後

も感染対策の励行に努め教育保育を進めてまいります。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆５歳児と 4歳児の交流☆ 
 11 月に続き、今月に入ってから 4 歳児クラスの子どもたちが散歩中の図書館前庭で死んでいた小鳥を見つけ
ました。そのことを知った 5歳児クラスの子どもたちが 4歳児クラスの子どもたちから死んでしまった小鳥の特
徴を取材し、その特徴に見合った小鳥を図鑑で探しました。いくつかの候補をあげると、それらの絵を切り貼り
して作った掲示物を手に再び 4歳児クラスへ。4歳児の子どもたちはそれを見て自分たちが発見した小鳥の特徴
を思い返し、当てはまりそうな絵にシールを貼ることで考えを出し合っていました。 

5歳児の子どもたちは取材した内容を自分たちなりに野鳥新聞 3号にまとめる計画のようです。また、小鳥が
窓にぶつかって死んでしまわないよう、ワシの形に切り出した紙を０～4 歳児クラスの窓に貼っていきました。
すると子どもたちは、幼児センターには他にもたくさん窓があることに気づき、どうしたらいいか再び相談が始
まりました。 
 

☆地域の方との交流①(1歳児クラス)☆ 
センター裏を流れる様似川周辺は楽しい散
歩コースとなっております。1 歳児クラスの
子どもたちは、行きかう地域の皆さんと笑顔
で挨拶する様子が見られ、その光景を温かく
見守っています。 
 身近な自然を五感で感じ、地域の皆さんと
交流できる散歩コースでのひとときを、今後
も大切にしていきたいです。 

 ☆地域の方との交流②(５歳児クラス)☆ 
 例年 5歳児クラスは、春に田植え体験を実施してお
りますが、今年度はコロナ禍の影響で中止となり、重
ねてもちつき会も実施することができませんでした。
しかし、毎年田植え体験でお世話になっている農家の
小田誠一さんが丹精込めて育てたもち米を子どもた
ちのためにと寄贈してくださり、雑煮にして美味しく
いただくことができました。そのお礼に 5歳児クラス
の子どもたちがアイディアを出し合って、たわわに実
る稲の様子を表現した色紙や折り紙で作ったコンバ
インをプレゼントしました。 
  

☆クルマのおもちゃを 
上手に走らせる 0歳児☆ 
 お気に入りのクルマの
おもちゃで部屋中を行っ
たり来たり上手に走らせ
ています。このように遊
ぶことで、ボールを巧く
投げるための肩の動きが
育まれます。 
  

 ☆保育者と思いを伝えあい
ながら遊ぶ２歳児(写真下)☆ 
 保育者と一緒に積木で家づ
くりをする中で、どんな家にし
たいか言葉で伝えながら遊ぶ
様子はとても楽しげです。思い
を言葉で伝えられるようにな
ると、遊びも一層充実します。 
   ☆発表会の活動を通して☆ 

 上の写真は発表会総練習でコマの発表
を行ってる 4歳児です。2学期から親しん
できた昔遊びを発表につなげたいという
保育者の思いから取り組みがスタート。発
表に向けて練習に励む中で技が上達して
いく喜びや達成感を味わい、活動に対し意
欲的になっていく子どもたちの姿が印象
深かった取組となりました。そんな様子を
間近で見ていた 3 歳児にも昔遊びブーム
が到来し、今後遊びが継承されていくのが
楽しみです。 


